
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新年、明けましておめでとうございます。旧年中は大変お世話になり、社員一同心より

御礼申し上げます。本年も更なるサービスの向上に努めて参りますので、より一層のご支

援、お引立てを賜りますようよろしくお願い申し上げます。皆様のご健康とご多幸をお祈

りし、新年のご挨拶とさせていただきます。 

新年の抱負です。 

・多くの人々と強くかかわり、地域社会に貢献します。 

・かかわったすべての人々が繁栄する組織を目指します。 

・人々の夢を形にし、福祉に感動を添えます。 

・福祉と人が調和する安心・安全な暮らしができる街づくりをします。 

まちづくり、と表現いたしました。まちづくり？福祉？？それって建築家では？？福祉

なのに、なぜ？まちづくり？とお思いの方がいらっしゃると思います。福祉はサービス業

ですが、突き詰めると人の生活そのもの。まちをつかさどる仕事になります。本来、まち

づくりの専門家って、まちがよくなったら必要なくなる職業だと思います。だったら目指

すべきはそこじゃない、と考えています。つくりたいのは、建築でも都市計画でもなく、

目の前にいる人たちの幸せ。誰よりも真剣に福祉を通じて“まち”と向き合っている組織

を目指したいと思います。そんな組織に「たすけあい名古屋」は名乗りを上げていく一年

にしたいと考えています。 

社会保障の改正が叫ばれて久しいですが、今後は、大規模事業所優遇政策が加速すると

みています。自立支援介護でのインセンティブ加算が導入される 3 年後以降は、機能訓練

をして、ご利用者を治すことの出来ない事業所が生き残ることは至難の業になると思いま

す。福祉事業所周辺の事業活動をみても、今が最後の売り時という事で、事業譲渡も増え

ています。統合合併というと、結果的に大規模化となり、職員もご利用者も譲渡資金を得

る経営者もハッピーで良いのかも知れません。ＦＣも撤退する会員店の直営化を進めるこ

とで大規模化し、良い方向に向かう可能性も出てきます。まさに規模事業所優遇政策が加

速していきます。 

古き良き時代のお世話中心の、こじんまりとした小規模事業所にとって、受難の時代が

やってくるのでしょう。それは時代の足音であり、事業所単独では、避けることは困難で

す。こんなお話があります。 

目の前のケシ粒があるのは、その前のケシ粒が発芽したから。発芽できたのは、適度な

水と温度があったから。水と温度があったのは、この星が太陽から程よい距離にあったか

ら…。無限にさかのぼる。一つのケシ粒が存在することは、そこに至るまでの膨大な時間

に起きたことの結果、同じように、今の自分があるのも、自分につながる世代世代の因縁

の結果、毎日毎日を真剣に、ひたむきに福祉に向き合い、日々、人々の生活を街づくりで

支える、そんな真剣な福祉法人を、「たすけあい名古屋」は目指していきます。 

  （代表理事 熊田 光臣） 
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♦明けましておめでとうございます。今年は災害に見舞われた時を想定し、皆様に安心し

て生活ができる環境・サービスを整えていきます。 

何事にも優しさとほほえみを添えて（管理者 梅村 千春） 

♦体調を整えて頑張ります。（小久保）  ♦今年もよろしくお願い致します。（服部） 

♦ゆとりをもって働けるよう頑張ります。（名城） 

 

 

♦皆様、明けましておめでとうございます。高齢化の進展に備え、皆様方の在宅での生活

を支えるサービスの充実に努めていきます。本年もよろしくお願い申し上げます。 

（管理者 西川 達夫） 

♦やさしく、つよく、おもしろく（川口）♦今年も笑顔で頑張りたいと思います（山田） 

♦私の干支のイノシシですので、猪突猛進でいきたいと思います。本年もよろしくお願い

致します。（藤岡） 

♦新年を迎え、心機一転。猪突猛進はせず、一期一会の気持ちで！（長田） 

 

 

 

♦本年も「真摯に謙虚に全力で！」をモットーに、ご利用者に幸せを与えていける 

デイサービス鳴子にしていきます。（管理者 河合 尚武） 

♦ご利用者が無事に笑顔でデイで楽しく過ごされますように、身体に気を付けて、スタッ

フとも仲良く仕事ができるいい年でありますように。（加古） 

♦「唇には歌を心には太陽を」で行きましょう。（村上） 

♦小さなことからコツコツと（片桐）  ♦これからも宜しくお願い致します。（青木） 

♦感謝の気持ちを忘れずに（岡戸）   ♦毎日に感謝で笑顔（林） 

♦今年は年女・・・成長できるよう頑張ります!!（水野） 

♦みなさまが安心して笑顔で過ごしていただけるようがんばります。（須原） 

 

 

 

♦今年もご利用者、ご家族様に安心して利用して頂けるよう努力を重ねて参ります。 

（管理者 與儀 良博） 

♦新年を迎え、気持ちを新たに頑張ります。（松本） 

♦健康で笑顔いっぱいの日々をご利用者と共に重ねていきたいです。（吉田） 

♦笑顔がつづく日常をめざし、日々頑張っていきます。（平手） 

♦Let it be あるがまま、なすがまま、無理せず自然体でいきたいです。（田原） 

♦ご利用者の皆様が健康で楽しい一年を過ごされます様にお手伝いしていきます。 

（近藤） 

♦今年もスタッフ一同協力しあって施設を盛り上げていきます。頑張ります（原） 

 

新しい年を迎えて 
各事業所・部門より 

 

けあプラン鳴子 

介護みどり 

デイサービス鳴子 

鳴子のおひさま 
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♦陰で支える管理者に。日々成長。インフルエンザに負けない！（管理者 田﨑 光太） 

♦新しい時代の息吹と時の流れに色あせない大切なものを抱きつつ、この一年、誠実な仕

事をしたいと思います。（村田） 

♦決めたことはやる。（今村）       ♦なるだけ笑顔で精一杯頑張ります。（柴田） 

♦心も体も健康（三浦）          ♦子ども達とおもいっきり遊ぶ。（鈴木） 

♦早く仕事を覚えて、笑顔で頑張ります。（渥美） 

♦明るく笑顔で元気よく！（阿部）    ♦健康で笑顔を忘れず！（坪内） 

♦多くの人との出会いがありますように。（平松） 

 

 

 

♦皆様、あけましておめでとうございます。喜んでいただけるサービスの提供に向け、 

介護スタッフ一同、力を合わせて取り組んでいきます。（加藤） 

♦決めた事は必ず実行、自信とは自分を信じる事。信じるために頑張ります。（酒井） 

♦開運の年になりますよう、中長期計画に向けて前進して参ります。（浅野） 

♦毎日笑顔で実り良い年にします。（和田） 

♦仕事を覚えるため一歩ずつ前進します。（武田） 

♦何事にも真摯に笑顔を忘れず、前に進める年にしていきます（黒木） 

 

 

 

平成 24 年 4 月から指定管理者として、児童館を担当する名古屋市天白区社会福祉協議

会とコンソシアムを組み天白福祉会館を運営しています。 

天白福祉会館は、25 の趣味講座及び 26 の同好会の運営、相談事業（生活相談・健康相

談・福祉電話相談等）、機能回復訓練（介護予防体操・リハビリ体操他各種体操講座）・入

浴・世代間交流（天白小学校・中学校との交流、天白児童館との交流等）事業や地域の団

体や事業所・施設との交流事業等を以下のスタッフで行っています。 

館長：各務芳春  館長補佐：篠田宏明  経理・庶務：宮島みどり  

健康スタッフ：立花アイ子、稲垣洋子   認知症予防事業担当：小川真弓  

生きがいスタッフ：立花敦子       以上 7 名 

次年度は「次（２０２０年度から２０２４年度）の４年間」の指定管理が継続できるよ

うに推進してまいります。                  （館長 各務 芳春） 

 

 

 

今年は次の３つの柱をベースに介護予防事業の進化に取り

組んでいきます。 

１．会員間の親睦の深化 

２．効率の良い運営体制 

３．関わりのある事業部門との連携強化 

 本年もご支援のほど、心からお願い申し上げます。 

（指導責任者 吉葉 俊治） 

 

  

生活介護・児童デイかるむ 

本部（移送・居住支援・営業・総務） 

天白福祉会館 

健康体操・卓球・グラウンドゴルフ・スポーツ吹矢 



新年あけましておめでとうございます！ 

今年も笑顔と向上心を大切に、たくさんの“安心感”をお届けした

いと思います。 

日本に古くから伝わる民話として“十二支”の順番が決まるお話が

語り継がれていますね。 

むかしむか～し、大昔。年の暮れに神様が動物たちに「元日の朝、

新年の挨拶に来たものから順に十二番まで、それぞれ一年間動物の大

将にする」とお触れをだし、動物たちが“我こそは！”と元日になるのを待っていたとい

うお話。 

今年の干支は亥（いのしし）。さて、とっても走ることが速そうなイノシシが、なぜ十二

支の中で十二番目だったのでしょうか。 

それぞれの動物たちが神様のところへ向かうころ、すごい勢いでまわりも見ずに走って、

誰よりも早く神様の元へたどり着いたのは、なんとイノシシだったそうです！しかし、神

様のところで止まることができず、通り過ぎてしまい、あわてて引き返したときにはすで

に 11 匹の動物が到着していた。こんなお話があります。 

まさに“猪突猛進”ですね。そしてちょっぴりうっかりさんな一面がかわいいイノシシ

さん。 

そんなイノシシのように、まっすぐ ひたむきに 駆け抜ける 1 年にしたいと思いま

す！                              （藤川 千香子） 

皆様の憩いの場所としてお越しをお待ちし

ています。今年もよろしくお願い致します。 

どなたでもご利用可能なカフェです。 

ケアマネによる相談スペースもあります。 

場 所  たすけあい名古屋 本部事務所横（旧のんたんと） 

     緑区鳴子町４－１３ 第１カンテ 

営業日・時間  毎月第４金曜日 １３：３０～１５：３０ 

 

 

 たすけあい名古屋のロゴマークが決定致しました。下記４種類を色々な場面で使用して

いきますので皆様に覚えて頂きたいと思います。よろしくお願い致します。 

    

ホームページをご覧ください 

特定非営利活動法人（認定ＮＰＯ法人）たすけあい名古屋   代表理事 熊田 光臣 

〒４５８－００４１ 名古屋市緑区鳴子町四丁目１３番地 愛知県住宅供給公社鳴子第１住宅 

TEL ０５２－８９９－０８３３  FAX ０５２－８９９－０８００ 

Eメールアドレス：info@tasukeainagoya.com 

企業主導型保育園 キッズオリーブ・たすけあい香久山保育園 

たすけあいカフェ 

たすけあい名古屋 ロゴマーク決定！ 
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